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4 計画の基本方針・目標 

4.1 課題を踏まえた計画の基本方針 

課題を踏まえ、本計画の基本方針を以下の通り定めます。 
 

 
図 4.1 課題を踏まえた計画の基本方針 

 
  

課題 基本方針 

⾃転⾞活⽤の推進による 

良好な都市環境の形成 

⾃転⾞活⽤の推進による 

健康⻑寿社会の実現 

災害発生時の移動・情報 

伝達⼿段としての⾃転⾞の 

活⽤ 

⾃転⾞事故の無い、 

安全で安心な社会の実現 

⾃転⾞を活⽤した観光推進
及びそれによる地域の 

活性化の実現 

●⾃動⾞に依存しないマルチモーダルな都市形成 
全ての移動を⾃動⾞が担うのではなく、短距離の移動等、
エコで健康な⾃転⾞が担うことが可能 
●公共交通の利⽤促進 
端末交通としての⾃転⾞との連携により利⽤促進が可能 
●免許返納後の高齢者の移動⼿段確保 
e-bike 等の活⽤等も踏まえ、⾃転⾞が担うことが可能 

●⾃転⾞が安全・安心に⾛⾏できる環境構築 
⾃転⾞専⽤通⾏帯、⽮⽻根型路⾯表⽰等、道路空間
に応じた整備計画を作成し、⾃転⾞事故発⽣を抑制 

●⾃転⾞のルール・マナーの周知 
ルール・マナーの周知により、⾃転⾞事故の原因となる⾃
転⾞利⽤者の法令違反を防ぐとともに、ドライバーの⾃転
⾞に対する配慮の醸成を図ることが可能 

●地区間を跨ぐ市内周遊の促進 
点在している市内の観光地間の周遊を促すために、e-
bike 等を⽤いた⾃転⾞の活⽤が有効 

●市⺠や近距離居住者の観光促進 
市内の魅⼒的な観光地を再発⾒してもらうために、新たな
楽しみ方としてサイクリング等による観光が有効 

●運動習慣の確保・維持 
通勤・通学、私⽤等の⽇常における移動時の⾃転⾞活
⽤や余暇活動でのサイクリング等による運動習慣の確保・
維持が可能 

●災害時の移動や情報伝達等における事前対策 
災害時の移動や情報伝達において、手軽で小回りがきく
⾃転⾞を活⽤することで、迅速な対応が可能 
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4.2 基本方針を踏まえた目標 

計画目標は、上記基本方針を踏まえ、以下の通り設定します。 
 

 
図 4.2 基本方針を踏まえた計画目標 

 
 
 

基本方針 

⾃転⾞活⽤の推進による 

良好な都市環境の形成 

⾃転⾞活⽤の推進による 

健康⻑寿社会の実現 

災害発生時の移動・情報 

伝達⼿段としての⾃転⾞の 

活⽤ 

⾃転⾞事故の無い、 

安全で安心な社会の実現 

⾃転⾞を活⽤した観光推進
及びそれによる地域の 

活性化の実現 
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基本方針を踏まえた目標 

●サイクルツーリズムの振興による
地域活性化 

●地域が主体となった⾃転⾞の 
受け入れ環境整備 

●⾃動⾞に依存しない生活交通の
推進 

●公共交通と⾃転⾞の連携強化 
●免許返納後の移動⼿段確保 

●⾃転⾞が安全・安心して⾛⾏ 
できる環境整備方針を計画 

●⾃転⾞のルール、マナー、 
基礎知識の周知・啓発 

●⾃転⾞を活⽤した運動習慣 
確保、維持 

●災害時の移動⼿段、伝達⼿段、
輸送⼿段の確保 


